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きた分野であり，近年も研究成果の蓄積をみている分野である(小田， 2002 ;松井， 1993)。最近10
年間の成果に限定しでも，三木一彦，松杉力修，藤村健一，竹村一男，金子直樹らが精力的に成果を
発表している。
三木は一連の研究(三木， 1994 ; 1996ab ; 1998 ; 1999) において，埼玉県秩父地域における三峰
信仰の展開と地域への受容の問題を明らかにしている。三木は，信仰集団の存立を外部要因との関わ
りから考察するとともに，地域に受容された複数の信仰対象の中で三峰信仰を取り上げている。












者は笠間稲荷と金村JIj雷ネIj咋土を事例に，イ言仰i習の地域的特性を論じた(松井， 1995; 1999 ; Matsui， 
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12月第 2日曜日に行われるネIjl明神社の祭礼は本祭りと呼ばれ，女性は参加することができなし i0 




















ーである。元日の午後には家内安全の祈願に一言主神社に参拝する。一言主神社には以前は l月， 9 

























では神明神社に月 2回(1自， 15日)の頻度で定期的に参拝している。年に 1度の頻度で定期的に
参拝する寺社としては，安楽寺，一言主神社，金村3U雷神社がある。この他不定期で、元UJ大師に参拝












社4，天神社 2，稲荷村市=1の計7社による神社合紀の結果， 1912 (大正 1)年に作られた神社であ
る。現在では下内)1地区全体の産土神として祭礼が営まれている。
大岩ネ1件Jの束但IJに隣接して正覚院がある。 1謂LLiは 1504(永正 1)年と伝えられる真言宗豊山派に
属する寺院である。墓地には江戸時代後期に由来する青面金剛，庚 1~3， ト九夜なとごの i~-l-J容が立ち並ん
でいる。下内)1地区には2つの廃寺がある。集落の西部にある西光l史跡と南部の金i司IJ[涜跡である。い
ずれも集落の共同墓地として利用されている。金剛院跡には観音堂があり， I大和IJの観音様」として







:tJ寺参詣講には山岳宗教に機縁を有する戸!思議(戸隠神社)， iIFJ獄講 (iIFIl獄事1社)，榛名講(榛名神社)， 
古Ih手詰(古i峰神社)，雷神に対する信仰組織である金村議(金村別雷神社)，板倉講(板倉雷電子1社)， 
さらには交通安全や厄除けで著名な成EI講(成田山新勝寺)が組織されている。





132戸のうち 93戸 (70.5%)が加入している。 非加入世帯は新住民が大半である。南部と北部の新興
住宅地に居住する住民は，氏子組織を始めとする宗教組織にはほとんど加入していなしE。 ド内川地区
の氏子総代は束組のA氏が務めている。任期Jや交代の制度はない。 A氏の家系では先代から下内1の
l豆長を務めており 区長を辞めた後， 1960 年代から氏子総代となっている。氏子総代の下，各組か
ら2戸ずつが選ばれて 世話人を務める。世話人は原良Ijとして 2年交代の輪番制である。 世話人の
任務は年に 3回行われる大岩神社の祭事の世話役で、ある。
次に下内川地区に組織されている 7つの社寺参詣講について検討する。
古 1条講は39戸から構成されている。年に 1Iil， 4月に古i峰神社に代参する。代参人数は8人であ
り， 5年で代参者が 1周し新講となる。新議になると，新たに議員が募集される。現在の講は 1995
年に新諮となったものである。
戸時講は41戸から;構成されている。 1988年までは 5月に 8人で代参していた。 1989年以降は 6年
に1J支行われる戸!語、神社の大祭に合わせて，講員の総参を行う。
榛名誌と iMJ~訣講は講元，世話人が同一で、ある。榛名誌は 38戸，御獄誌は 26戸から構成されている。





組織である。金村議は春秋の 2回， 5人が金村別雷神社に代参する。 5年で代参者が一巡すると講は

















I\Jí~けが目的である。当日朝 9 H寺に氏子は当番宅に集合する。当番は宿と呼ばれ，年に 1度，オビシャ





議員 1 :í~J l': fiÎi札の配1'J
r.tIi].'~ 1 i治元宅 I *8び総 (tli{i主の徴i[Y-と代参字iーの決定)
議員 i議冗宅 I *hび務 (f，1Ii金の徴収と1t主主:t-の決定)
品Hヨ |泌元'-(;結びg{i;(議金の i致 JIJ_と 1~参者の?)~定)
1t参8人 1，1，-約千1[1'1: ご析符，中しのJ受I}，直会 ! 
{~参 8 人 1 H~γ1 科i 十 1: ご祈 tJi，れの授与， I立会 1 1997 '1'からは総:参形式
代参5人 1 i出世持1'1: ご析持 中しの投与， [1立会 1 1997 '1'-からは総参形式
代参5人 j金村万IJ'il¥-fljlfJ ご有rt伝中しの授'}-， i立会 i 













































参の際に， 1l:IJ i訣講は 1i自，榛名誌のjA-合は 2il~J したという。 1980 年代以降は御巌山には1::1 帰りで，
榛名UJには 1{I~ で代参するようになった。
議員数は両誌とも減少傾向にある。観光的要素の少ない街l議講の方に特に講員の減少が顕著である。























2 次!1t界大戦後は 4~5 年間に 1 度の割合で実施されてきた。 1989年からは，戸!掻社の大祭( 6年
に1度)に合わせて 議員の総参という形態になり，現在に至っている。 1997年には戸隠参拝が行
われた。 朝 6時に出発し，午前日時に戸隠中社でご祈祷を受け，当日は宿坊に 1{I~l した。翌日善光
寺を巡り，夕方に下内JIに帰参した。代参の当時は 2泊しており， 1泊は宿坊，もう l泊は長野県内
62 
の上LU田温泉などに宿泊した。 1997 年度の参拝の場合，参加者は 30 名ほどで講員~)、外にも参加者が
あった。参加者は世話人を通して募集する。参拝の有無とは関係なく，戸隠!iJ社からは何:年 1月に講
元宛に神札(種兆，供物，}否)が郵送される。千1札は世話人を通して各議員に配付される。
オピシャの他に J産土社の祭礼が年 2rmある。 3月15日の春祈祷と 12月15日の献穀祭である。 li1t
祭りとも，祭典の手}I聞は!司ーである。参加者は 13名であり， tU~話人(10名)と氏子総代，会計，区











示したのが第 6!~である。 4 戸とも産土神である大岩神社には毎年元旦に参拝している。大岩神社に
は，元旦の他にもオピシャといった年中行事の祭礼や，初宮参りや七五三といった人生儀礼の際にも














名)は家ごとの順番による輪番市Ijである。代参者は結び講(新年会)の r%~ に権認される。 以前にはこ
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年にl!:'.l(iζ期的)o 30km 一一一一一一ー数年に ll~l (不定期)












































第 3表 古川市 F内JI¥地区における社寺参詣講組織 (1996年)
講1"1 崇敬対象 所在地
古i峰講 古峰神社 栃木iJZ鹿沼市




















































大字 39 春代参 8人(家)1員) 結び講
大手: 41 春総参，正月郵送 結び講 1988i4ミまでは春代参 (8人)
大字 38 春代参，秋郵送 8A (くじ1]1き) 結び講 1997i]ミより春総参
大字 26 春代参，秋郵送 5A (くじ1]1き) 結び講 1997年より春総参
4紺* 50 春秋代参 5人(家)11N) 直会
l組L* * rゥ 春郵送 結び講 1995年までは春代参 (2人)
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Meaning of Kanamura Shrine's Religious Sphere 
in Terms of Competition Among Plural Religions 
Keisuke MA TSUI 
In this paper， the author has tried to clarify a true differentiation of the religious sphere of 
religious associations and believers. To do so， the author focused on the Kanamura betsurai shrine in 
Tsukuba， lbaraki prefecture. 
As a regional characteristic of the Kanamura faith in the first area， the author pointed out the 
70 
following. In the first area， situated about half to one day's walk away from the shrine， worshipping to 
pray for rain has been conducted since before the Second World War. After the War， new associations 
of the dantaiみotype were founded by the people living in the shrine town. The regional characteristic 
of the Kanamura association in the first area has been identified as follows: 
1) It is united with other religious organizations or neighboring associations and is not 
independent. Accordingly， the head of the associations concerned holds the main post. 
2) The system of vicarious visits is not established here. Accordingly， members are not selected 
by rotation but instead， a manager visits each time. 
3) There are no rites related to Kanamura in the community. There are no meetings held to eat a 
meal with the kami or to confirm members. 
The Kanamura faith is accepted by the people as the local shrine， which differs from both a 
tutelary shrine and a goodwill shrine. This is clarified by the content of prayers conducted there 
specializing in requests for the health and safety of family or military， people's frequency or order of 
visits and the relation between the Kanamura priest and the events of the community. The 
characteristic of the local shrine is strengthened by distributing amulets or dedicating festivals of the 
tutelary shrine. 
As a regional characteristic of the Kanamura faith in the second area， the author pointed out the 
following. In this area， most associations have a relatively a long history， having been founded before 
the Meiji era. One of the regional characteristics of the Kanamura association in the second area is 
that it is independent of others. This was clarified by the following: 
1) They have their own managers who have inherited the role through their family lines. 
Accordingly， this allows it to have continuation and be independent of others. 
2) The system of vicarious visits is established here， and they have their own members. They 
visit Kanamura by turns. All members visit， and new members are recruited to start a new 
assoClatlOn. 
3) It has rites related to Kanamura in the community. There are pre or post meetings held to eat 
a meal with kami， todistribute amulets， toconfirm members or to collect membership fees. 
The Kanamura faith is accepted by the people as a goodwill shrine， di百eringfrom both a tutelary 
shrine and a local shrine. People worship Kanamura for the sake of her divine goodwill， which derives 
from the thunder god. Her divine goodwill is sought through community prayer. The system of 
vicarious visits. is one way to obtain goodwill from the shrine. Situated far from the shrine， ithas a 
recreational character. In the second area， Kanamura is situated one-day's walk away， so that al 
members visit it together within some associations whose purpose is to visit. On the other hand， 
there are few believers in this area. As a result of the religious behavior of inhabitants， itis not 
visited privately. The author illustrates the schematic model of Kanamura's religious sphere in Figure 8. 
Generalizing from the Kanamura case， the author also demonstrates the regional characteristic 
of the religious sphere in a prayer-type shrine. It is branched from a larger and better-known shrine 
to bestow divine goodwill. In the area， the prayer-type shrine is branched， and has already founded a 
faith in a tutelary shrine. The faith in the prayer-type shrine is accepted as a local shrine in the 
neighborhood named as the first area by the author. On the other hand， itis worshiped as a goodwill 
shrine based on the divine goodwill in the outer area named as the second area by the author. 
Key words: religious sphere， Kanamura shrine， religious organization， competition. 
